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はじめに
　長期滞在型旅行とは、どのような定義が行われているのであろうか。一般の教科書には載って
いない分野であり、和製英語としての意味合いが強く、Long-stay；長期入院〔治療、滞在〕と
の意味を離れ、日本語のカタカナとして使われるツーリズムの場合、長期滞在（Extended Stay 
Tourism）と考えられる。
　ロングステイ財団の定義（注１）としては、以下のように定めている。基本的には、移住・永住
ではなく「生活の主たる源泉を日本におきながら、海外の一箇所に比較的長く滞在し（２週間以
上）、その国の文化や生活に触れ、現地社会での貢献を通じて国際親善に寄与する海外滞在型余暇」
と定義している。また「LONGSTAY（ロングステイ）」という和製英語はロングステイ財団が商
標登録をしている。簡単に言えば「海外旅行」は「非日常（海外）」の空間で「非日常体験」の
毎日を過ごすことであり、「ロングステイ」は「非日常」の空間で「日常的な体験」の日々を過
ごすことである（資料；ロングステイ財団より）。具体的には、・暮らすように旅をする；相手の
文化になじむ　・異文化を楽しむ；経済、社会　・いつでも本国に帰れる　・長期滞在型別荘な
どとの解釈もできる。
　近年、少子高齢化なども受け、この分野における市場は拡大している。そこで、ロングステイ
財団により毎年11月ごろに、ロングステイ＆移住フェアが東京ビッグサイトで行われている。
また、観光系大学の学生に対しても、高齢者とは別に、１泊２日型短期旅行から長期旅行を促す
ため、（社）日本経済団体連合会からも大学宛に、「家族で楽しむエコ＆ロングステイ観光」アイ
デア・コンテストの実施のご案内ならびに募集要項が、2011年５月18日付けで送られてきた。
　2011年３月の東北三陸沖大地震と津波による、中国からの極端なインバウンド縮小を支える
べく、国内旅行消費を長期滞在型旅行により保管しようとする努力が見られる。地方活性化には、
日帰りでは消費される金額が宿泊と比べ数分の１になってしまうため、復興事業としての宿泊旅
行客の誘致は必須であり、その経済波及効果も大きい（〔４〕p.15）。
１章　長期滞在型旅行
１．長期滞在型旅行の現状と未来
　日本における定年制は、過去の55歳から60歳が定着し、年金の支払い開始が世代間格差と問
題視されながらも徐々に65歳へ移動している。現在はその過渡期であると考えられる。リタイ
ヤ後、年金を60歳以上で支給を受けている人と65歳の定年延長企業に勤務している人では、家
庭の台所事情はだいぶ異なると思われる。東南アジアの人気には、物価の格差が日本と相当あり、
円の価値が非常に大きく評価され使用できることが魅力のひとつとなっている。
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１）長期滞在型旅行人口
　表１からわかるように、長期滞在型旅行の推計は、ロングステイ財団によれば、2007年度（H19）
は35万人位と発表され、増加傾向がみられる。
２）長期滞在型旅行の位置付け
　ポスト・マス・ツーリズム（GIT）として、SIT FITなどの概念が定着している。
　FIT； 個人や家族（夫婦単位など）での旅行の形態の１種としてある程度の長期に箇所に滞在
する旅の形として、ロングステイが存在した。かつて、定年後の年金で長期に滞在しや
すい国として、スペイン、東南アジアなどが注目を浴びた。
２．ロングステイ財団の設立と概念の定義
　ロングステイ財団の設立は、以下のようにまとめられる。
　すなわち、現在の１泊型の物見観光旅行とは大きく異なる。
出典：ロングステイ調査統計2008
表１　50歳以上のみのロングステイ推計人口
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表２　ロングステイ・ツーリズムと短期の観光とにおける基本的な差異
個人、家族 団体パッケージ・ツアー
期間 ２週間程度以上同一の場所　滞在型の観光
言葉 日常会話　海外駐在のまま
仕事 観光あるいは仕事をしない長期ビザ
ビザ ワーキング・ビザではないこと
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　またその目的は、図１および図２からわかるよう
に；特定の目的ではなく、複合的な要素、すなわち
　　・ 「非日常の空間」における「日常生活」；異文
化への興味と楽しみ
　　・季節，気候；避暑、避寒
　　・費用；貯蓄、年金、物価
　　・ ライフスタイル；余暇、リタイヤ後の人生、
スポーツ環境（料金）など
　　・インフラ；医療、住居、食事、学ぶ
などである。
２章　ツーリズムの形態による快楽消費としての目的性
　長期滞在型旅行における感情の構造；短期的な観光との差異は、長期的に暮らすため覚醒次元
は穏やかであるが、快楽次元は同程度以上にもなる。これは、そのライフスタイルにより異なる。
覚醒次元
????
高い 低い
非日常（高い）
日常（低い）
観光
長期滞在型旅行
クルーズ（パッケージ）
仕事
観光 留学
2週間以上
1年以内
1年を超える
図１　長期滞在型旅行の概念図
図２　日常空間と非日常空間における宿泊の概念
図３　覚醒と快楽におけるポジション
日常
母屋
日数　　週　　年
別荘
内 外
非日常
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　長期滞在型旅行は居住地を中心点とした身体の移動のみが中心であり、大きな荷物をもち各地
を点々とし、時間的な制約に縛られる観光とは快適性が大きく異なる。
　これは、一般的な移動を中心とする観光とロングステイの中間的な旅行形態としてクルーズ・
シップ・ツーリズムなどが考えられる（後述、［２］pp.131-202）。そこでは、居室そのものが
移動をするため、旅行中の面倒なホテルの移動がない。また船内は、エレベータの整ったバリア
フリーとなっており、劇場でのショーなども専用席が設けられている。写真１は、移動するホテ
ル・ルームとしての船内（室内）。
　クルーズでは、様々なプログラムの利用ができ、オプショナル・ツアーの申し込みと説明は多
言語で行われ、船内でのイベントの利用や慣習（ドレス・コードなど）なども独特である。歴史
のある、キュナードラインでは、今でも客室のグレードによるレストランの区分けがなされてい
る（2011年10月現在）。
　言葉による障害；添乗員による解消。イタリア船の場合、イタリア語のほか、スペイン語、英
語、ドイツ語、日本語などが聞くことができる。アメリカ船でもアラスカなどでは、英語のほか、
ドイツ語、日本語、中国語などを聞くことができた。それぞれ通訳兼添乗員として参加している
ようである。
　本論に戻り（〔２〕p.31）「快楽消費と観光」の欲望のチェーンと分類は図４、図５のようにな
る。
写真１　クルーズの移動する居室
ダイヤモンド・プリンセス号（プレミアム船）室内
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　クルーズと長期滞在型旅行の比較をまとめると、
　　クルーズの場合；ゴール（最終的な目的）ターミナルな欲望
 異文化生活体験とプロセス（目的のための過程）；
 インストルメンタルな欲望；移動の快適性
　　長期滞在型旅行の場合；A. H. マズロー〔1986〕本人の価値観による変動
 その誘因；ヘドニック　　　　；快適性の欲求
  　ノンヘドニック　　；意味のないしぐさ
となり、ロングステイにおける、インストルメンタルな欲望はわずかであり、日本との行き来の
利便性である；時差、交通費、通信費などが重要な誘引となる。
空腹を終わらせ
たいという欲望
車でレストラン
に行きたい
車のキーを
見つけたい
ターミナル欲望　他の欲望を満足させる
ためでなく、それ自体のために望むもの。
インストルメンタル欲望　それ自体のた
めに欲するのでなく、別のある欲望を満
たすために欲する（空腹を終わらせたい
と思わなかったら、車でレストランに行
きたいと思わないだろうし、車でレスト
ランに行きたいと思わなかったら、車の
キーを見つけたいと思わないだろう。）
欲望 ノンヘドニック　‘ただそれだけ’
のために欲する。たとえば、舌を
鳴らしたいなどインストルメンタル
何か別のことのため
に欲する
ターミナル　その
こと自体を欲する
ヘドニック　快を求めて、あるい
は不快から逃れようとして欲する。
たとえば、苦痛を終わらせようと
することなど。
図４　欲望のチェーン
出典：〔１〕p63
図５　欲望の分類
出典：図４に同じ
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　　目的地における滞在での誘因が最大のものである。具体的には、異文化における生活そのも
のであるが、気候、物価、医療などの環境面も大きい。また、趣味；スポーツ、音楽などの利用
のしやすさもそれらに付け加わる。遊びの分類では、表３および表４の各分類にあたる（p55）。
　ロングステイによる障害の排除；言葉に関してはある程度予習をしていく。または、可能な言
語のところを選ぶ。具体的には、現地案内の利用；現在では旅行会社による下見ツアーなどがあ
る。
３章　長期滞在型旅行における個人によるヘドニック・コンサンプション
との差異　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　ロングステイにおける覚醒と快楽；毎日の新しい体験　知覚リスク
 ；物価　避暑　避寒　花粉症
    （「クルーズ・シップ・ツーリズムⅡ　顧客満足度の構造と収益管理」（［２］pp.186-
193））。
　具体的な購買行動につながるためには、先に示した様々な知覚リスクに対応しなければならな
目的の分類
子供らしさ
スポーツ スキー
演劇
ルール化
競争 機会 模擬 めまい
移　　　　　　　　　　　　　　　動
表３　遊びの類型化
出典：〔８〕p55より加筆引用
表４　遊びの変質
出典：〔８〕p79より加筆引用
競争 スポーツ
機会
模擬 演劇
めまい スキー
社会機構の外部に
ある文化的形態
宝くじ　公営賭博 株式投資　デリバティブ 迷信
社会生活に組み入れ
られた制度的形態
変質
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い。そこで知覚価値が形成され購入へとつながる（〔２〕pp.190—193〕。
　SERVQUALモデルに代表される具体的な知覚リスク提言の方法とは何であろうか。それは、先
に述べた論文の中でも示したように、評判であり、それに基づく下見ツアーや説明会などでもあ
る。その後、予算に応じた滞在先を現地で探し、インフラなどを確認して、ビザなどを申請する
ことになる。
　品質とはこの場合何であろうか？　個々のロングステイヤーにとっての価値基準（期待）であ
り、気候、物価、医療レベル、ライフスタイル全体、言葉など様々な因子がその誘因となる。
　その後実体験としての下見ツアーに満足した人々は、長期滞在を選択する。その評判が、次の
ロングステイヤーへの口コミとなり、よい循環；図７サービスのプロフィット・チェイン（〔８〕
p.601）となる。
　ロングステイ財団などによるアンケートによる希望する滞在先としては、（2009年）１．マレー
シア　２．オーストラリア　３．ハワイ　４．タイ　５．ニュージーランド…と続く。選択基準
の一般的な考え方は、物価、治安、医療制度、気候、民族、言葉…等が挙げられる。
情報
予算
期間
訪問地 行動
内部サービ
スの品質
従業員満足
従業員の
モラル維持
外部サービ
スの価値
顧客のロイ
ヤルティ
収入の増加
　利　益
顧客満足
従業員の
生産性
図６　品質による満足と再購買の評価構造
出典：〔２〕pp.191-193
図７　サービスのプロフィット・チェイン
出所：James L. Heskett, et al. (1994) Putting the Service-Profit Chain to Work, Harvard Business Review,
　　　March-April p,166
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４章　長期滞在型旅行とクルーズ・シップ・ツーリズム
事例研究
　長期滞在型旅行と年間の住み分け、国内移住に関し、提供者は大きく以下の２つに分かれる。
・パブリック・セクター　：市町村　　北海道の場合；当別　伊達　など
・プライベイト・セクター：別荘、コンドミニアムの所有者の賃貸　ニセコなど
　筆者が実際に行った調査先としては下記の場所がある；
１．国内
１）北海道　プライベイト・セクター；ニセコ
　　・ JTB　L-stay　2011年８月20日から９月３日（車および大洗港から苫小牧フェリーによる
移動）資料；インターネット　コンドミニアム；1LDK
　　　　　・訪問先；伊達市　札幌（JTB地域開発室）；ニセコ　小樽　富良野
　KNT（近畿日本ツーリスト）は、北海道ロングステイ（首都圏発）として、８日から15日、
22日（１−３週間）程度の旅行販売をネット限定のパッケージにて販売をしている。しかしな
がら、JTBがL-stay　北海道をJTB北海道の企画商品（地域開発室）としている。具体的には、私
が自宅近くのJTBに取次ぎを依頼したが、残念なことに直接北海道にコンタクトを取ってほしい
と言われた。理由は不動産を仲介する免許が必要となってくるためである。KNTも同様に、ネッ
ト限定の企画商品となっている（資料４）。
　滞在先　L-stay　北海道　物件情報
　　　　・札幌市内　当別　稚内　釧路　函館　ニセコ　富良野
キッチン
写真２　ニセコ　コンドミニアム
ベッドルーム
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２）パブリック・セクター；当別　札幌
　　 スエーデン・ハウス　2011年８月20から９月４日（車および大洗港から苫小牧までフェリー
による移動）。
　　スエーデン・ハウスの月額レンタル費用は，夏季で18万円程度である。その他は半額程度。
・インタビュー　2011年８月25日　JTB北海道地域開発コンテンツ室　大木様
　１．地域開発コンテンツ室設置のできた背景；インバウンドへの市場開拓
　２．長期滞在型旅行の動向；着実に増大
　３．同、市場セグメンテーション；年齢、所得、ライフスタイル
　４．都市型と農村型の顧客分析とライフスタイル；滞在期間
　５．リーマンショック、三陸沖地震、津波、福島原発の影響
　６．フェリー〔大洗—苫小牧〕欠航の影響
　７．地域化による予約受付状況、全国型からの変化〔会社分割による〕
長期滞在型旅行から移住、季節による住み分けなどに関して質疑を行わせて頂いた。
・当別町に関して　2011年８月下旬インタビュー現地訪問
　　位置； 札幌からJRで40分程度の北東30キロ方面にある。スエーデン・ハウスの立ち並ぶヒ
ルズ地区が有名である。ここでは、体験移住として１−３ヶ月のスエーデンハウス一
戸建てのお試し移住を賃貸形式で当別町が行っている。
　一軒家；市町村の地域振興　移住から長期滞在型への考え方と採算性
　　　　　 民間企業のホーム企画センターなどが、宅地分譲と住宅販売を目的として、2011年
７月29日に朝日新聞に全面広告を打ち、２日間にわたり、東京の品川で商談を目的
として説明会を開いている。
　　　　　 スエーデンヒルズ地区の物件は、3,500万円程度であるが、道路を挟んだ花萌の街プ
ランは、2,000万円程度である。北海道としては、札幌から40分程度離れていること
を考えると高額物件と言える。
２．国外
１）西オーストラリア　在外研究；UWA
宿泊先；サービス・アパートメント　2LDK　車庫付　レンタカー利用
　冬であったがそれほど寒くなく、サービス・マーケティングを中心に、ホスピタリティ・マネ
ジメント、ツーリズムの講義、大学院のゼミナール（３時間；２コマ連続）、学科の教員会議に
も参加させていただいた。また、現地で紹介をして頂き、UWA以外の大学にも訪問研究をし、
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日本人留学生の話を聞くこともできた。これにより、1999年『サービス・マーケティングとマ
ネジメント』を同友館より刊行した。
　そこでは、電話を引き、ほぼ毎日出勤すると言う形態は、長期滞在型旅行とは目的が異なるが、
サービス・アパートメントの利用は、２ヶ月の滞在にとっては快適であった。入居すれば、その
まま生活できる設備が備えられているからである。それと定期的なクリーニング・サービスなど
も含まれている。
　支払い形態は、月額いくらと言う形でカード払いであった。同様にレンタカーも２ヶ月借りる
契約を行った。食事は、大きなオーブンもあり自炊が基本であったため、近くのスーパーなどへ
買出しを行う。洗濯は、洗濯機と乾燥機があり不自由はなかった。
３．クルーズ・シップ・ツーリズムと長期滞在型旅行
１）クルーズ・シップ・ツーリズムの現状
・カジュアル船；コスタ・クルーズ
 　　　　①中東〔ドバイを中心として〕　2010年３月
 　　　　②地中海〔西側；イタリア、スペイン、南仏〕　2011年３月
・プレミアム船；プリンセス・クルーズ　アラスカ　2009年８月
・ラグジュアリー船； クイーン・ビクトリア　ギリシャ、クロアチア、トルコなど　レストラン
は３クラスあり、スタンダード、スイート、最上級フロアー用となっている。
総トン数は９万トンであり、クイーン・メリー２の15万トンよりは小さい
が、クイーン・エリザベスと同程度の大きさである　2011年10月。
　一つの船会社が翼下にグレードの異なった船を就航させるマーケティングは、ホテル・ビジネ
スなどにも似ている。例えば、STARWOODが、シェラトン・ホテルチェーン、ウエスティン・
ホテルチェーンほかを翼下に置くのと同様である。
　カーニバル・グループ；カーニバル、キュナード、Ｐ＆Ｏ、プリンセス、ホーランド・アメリ
カ、オーシャン・ビレッジ、アイーダ、コスタ、Ｐ＆Ｏオーストラリアなど2011年現在で88隻
を有し、ベッド数は、16万、2012までの新造船予定は18隻となっている。
　船のグレードにより、宿泊設備、食事、顧客のライフスタイル；ドレスコード、エンタテイン
メント、船籍による言語と設備；日本船はほとんど日本人で日本語、茶室、大浴場、囲碁将棋室、
図書室の本の言語　などさまざまな際となって現れる（その他；〔２〕pp.162-184）。顧客誘引
分析は下記参照（AMOSによる、分析の概念の結果；前掲書７章pp.185-193参照）。
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２）長期滞在型ツーリズム；国内、国外、クルーズ・シップ・ツーリズムによる比較と考察
　表５より、クルーズの特徴は、宿泊、食事、移動がパッケージになり、部屋が変わらず、荷物
の移動がないため、顧客ターゲットとしてかつては高齢者が多かった。しかしながら、価格の下
落、休暇の取得のしやすさなどが後押しをし、若い人々の参加者も増えている。また日本船が１
泊５万円程度と高額にもかかわらず存在する理由としては、言葉の壁がある。
　日本語の乗務員がいない船であれば、通常は高い価格帯のラグジュアリー船においても、直前
価格のフラッシュ・レートなどを利用すると、１ランク下の価格帯で乗船することができる。
重要な要因
・季節性：コンドミニアム〔ニセコ〕の開発は、冬のスキーシーズンのために行われてきたといっ
ても過言ではない。そのため、夏は、ほとんどの飲食店、宿泊施設がクローズか閑古鳥が鳴い
ている。そこで、コンドミニアムでは、夏の期間長期で避暑としての利用を進め、３週間以上
の滞在客が昨年の40組から100組を超えたということである。コンドミニアムの質は高く、
１ヶ月滞在すると、一部屋１日あたり１万円未満である。家族４人で割ると一人2,500円とな
る。
・オーナーにより、ペット可のコンドミニアムとそうでないコンドミニアムがある。傾向として
は長期滞在なので、車でペットを連れてきている。
・車がないと身動きは取れない。
・冬の顧客の９割は外国人。高くても質感を求める。人数で割るとそれほど高くない。
・質感はサービス・アパートメントより一般に高い。
５章　長期滞在型旅行の比較による必要とされる環境
１．長期滞在型旅行における考慮されるべき事項
　今後の方向性として社会的には、2011年３月11日に起きた東北地方を中心とする地震による
津波と原発のリスク、ならびに電力供給のリスク分散化としての地域分散化が進んでいる。
　生活・旅行に関しては、地球温暖化による都市部の異常な気温、熱帯夜、熱中症などを避ける
 ホテル・旅館 コンドミニアム クルーズ・パッケージ・ツアー
食事 外食 自炊用キッチン 食事つき
宿泊 固定予約日数 長期固定 コースによる期間固定
移動 各自 各自 一緒；但し、寄港地ではオプショナル・ツアー
表５　宿泊形態による食事、移動、宿泊設備などの比較
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ため涼しいところへ非難する傾向は強まると思われる。数年前に、東北のキャンプ場を調査した
ときに、青森の酸ヶ湯温泉で80歳前後と思われる女性が、私が休憩していると声をかけてきた。
ご夫婦で、東京からバスを利用し、２−３ヶ月夏の間、酸ヶ湯温泉で避暑をかねて温泉を楽しん
でいるとのことであった。
　私が長期滞在を試みた北海道（2011年８月の約２週間）では、洋風のコンドミニアムであっ
たが、その日本版が古くから湯治という形で温泉宿に、すでに存在していた。具体的には、居室
と共同浴場炊事場、生活用品を販売するお店があり、普段の生活を自炊で湯地客として過ごすこ
とができるという意味では、似ている側面もある。ただし、洋風のコンドミニアムなどと比較す
ると、あまりプライバシーは保てない。これは、旅館業法とホテル業法の違いから来るプライバ
シーの考え方、すなわち、かつての日本人の外国人の考え方の差であった。具体的には、ドアに
鍵、と言う考えと、ふすまに障子で声は筒抜けなど。これは、法律面にも現れ、旅館業法として
ホテルなどとは区分されている。またホテルの長期滞在は、自炊設備のあるコンドミニアムなど
とはかなり異なってくる。
２．長期滞在型宿泊施設の要件
１）宿泊施設に関して
　居室のみのホテルは、スイート・ルームなど寝室とリビングが分かれており、ある程度の広さ
がないと長期滞在には限界がある。これは主に食事がすべて外食では、長期に家を離れて、滞在
することが、困難であることを示す。
　しかしながら、日本においてこのような宿泊施設が定着しないのは、旅行の期間の短さによる
と考えることができる。具体的なデータとしては、全国平均；国内1.54泊；2008年日本観光協
会調べ。これに対し、長期滞在を目的とする外国人に対しては、自炊のできるキッチン、家具付
アパートメント・ハウスが重要な用件となる。筆者が1993年に３ヶ月あまりをすごした西オー
ストラリアのパースにおいて滞在したのは、通常の家具付アパートで、クリーニング・サービス
が行われ駐車場も完備されているものであった。設備としては、洗濯機、食器洗い機、オーブン、
乾燥機、食器など、すぐに暮らせる状態となっている2LDを賃貸で借りた。当然、食事は、スー
パーで買い物をして自炊を主に行っていた。
　日本においても、外資系の転勤族などには、家具付のサービス・アパートメントなどが利用さ
れ、すぐに生活ができ、掃除や消耗品の補給などのサービスが行われ、自宅と同じような生活が
できる。
　同様に、スイスのバーデンにある、長期滞在型温泉施設では、宿泊施設が、食事の提供を３食
まで提供する，フル・ペンシオンなども選ぶことができ、大きなホテルでは、自前の温泉施設を
所有し、宿泊客に提供している。その他、夏に長期の休暇制度が充実しているヨーロッパの中で
もフランスのラングドック・ルシオンなどは、アメリカのフロリダにあるディズニーワールドと
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同様に、湿地帯をリゾートに開発した地域として著名である。
２）外部環境
　また外部環境としての街づくりにおいても、インフラとしてのレストラン、公園、音楽会など、
長期滞在をあきさせないプログラムまでそろえている（ドイツ；バーデン・バーデン、スイス；バー
デンなど）。
　これらを利用するには、お金だけではなく、長い休暇の制度が必要であるが、私が今まで直接
聞いたことがあるのは、東京にあるギリシャ大使館の２ヶ月の夏休みと言う長さが、一番長いも
のであった。これは、本国に帰国すると言う意味も含まれている。
３）遊びの教育
　遊びに教育はいらないと思われる人が多い。しかしながら、遊ぶためにはそれなりの技術や、
トレーニングが必要である。スポーツ、音楽、美術、演劇など、それぞれの分野において楽しめ
るようになるためには、それなりの教養や楽しめるだけの技術が必要な場合が多い。簡単に遊べ
るものほど、飽きるのも早いし、子供時代で終わるものも多い〔拙著『レジャー産業のサービス・
マネジメント』同友館、1999年pp.11-20〕。即ち、お金と時間が必要となる。
３．まとめと方向
　長期滞在型旅行における誘因は、物見見物からライフスタイル；物価の差、文化の違いを生活
を通して楽しむ、また、気候；避暑、避寒を兼ねる、など個人による誘引は異なる。国によるこ
れらの差の違いは、下見見学ツアーや説明会の利用による、サービスの知覚リスクを避けること
ができる。
　インターネットなどで長期滞在型のホテル・コンドミニアム・貸家などは検索で入手すること
ができる。しかし、長期になる場合には　百聞は一見にしかず　と思われる。
　細かな条件に関しては、例えば、Extended Stay Hotels Suite Offersを見てみると、期間が長く
なればなるほど、割引率が高くなる。これは日本の場合も同じである。ピーク・シーズンだけを
借りられてしまうと、その前後の期間が空家状態になってしまうからである。
　次回は、今回実査のできなかった海外；マレーシアなどの東南アジア、ヨーロッパ、北米など
の現状を調査し、考察をさらに進める。
 （しらい　よしお・高崎経済大学地域政策学部観光政策学科教授）
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注１
　ホームページの説明によれば、（財）ロングステイ財団は、1992（平成４）年２月に通商産業省（現；経済産業省）の認可
を受けて設立された公益法人である。1964年の「海外旅行の自由化」によって、海外旅行は自由時間活動としても一般的
に定着した。自由化から約40年経とうとしている現在においては、海外旅行のスタイルも従来に短期周遊型の旅行から比
較的長く一定地域に滞在し、現地で生活をしながら自由時間の活動を行うという幅広いものになりつつあり、個人が望む
旅行のスタイルはさまざまなものが生まれている。
　このような社会的背景を受けて、（財）ロングステイ財団では「生活の源泉を日本に置きながら海外の１か所に比較的長く
滞在し、その国の文化や生活に触れ、現地社会に貢献を通じて国際親善に寄与する海外滞在スタイル」を総称してロング
ステイと名づけ、ロングステイの普及・啓発活動に取り組んでいる。
　（財）ロングステイ財団が設立し、普及・啓発活動を展開し、その間に当財団ではより多くの方々にロングステイを知って
いただくために、また、ロングステイに対する理解を深め、取り組んでいただくための環境整備として「ロングステイに
かかわる調査研究」や「季刊情報誌『LONG STAY』」の発行、「各種セミナーの開催」「ロングステイ関連情報の提供」「LS
メンバーズクラブの設置」などの各種事業を展開し、「モノの豊かさ」を実現する新しい選択肢の一つとしてロングステイ
の提案を行っている。過去の初めのころの活動および背景には以下のようなものがある。
1986年 ７月 シルバーコロンビア計画発表（通商産業省）
1987年 ５月 海外滞在型余暇研究会設置（通商産業省）
６月 海外滞在型余暇研究フォーラム発足（民間有志企業）
1988年 ５月 海外滞在型余暇＜研究会報告書＞発表（通商産業省編）
７月 海外滞在型余暇協議会発足（事務局−（財）余暇開発センター）
1989年 ９月 「LONG STAY PLAN 90」発表（海外滞在型余暇研究会）
1991年 ６月 協議会活動の見直しの時期（協議会設置要網）
1992年 ２月 財団法人ロングステイ財団設立
1993年 ５月 海外長期滞在者向け宿泊要覧《報告書》
 海外リゾート事業展開にかかわる書法令データベースの整備・拡充《報告書》（海外における土地取得・
開発許認可・建築許認可の手続きについて）
６月 海外滞在型余暇支援サービスのあり方に関する調査研究《報告書》
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